
市街地再開発事業等の都市計画変更について 

■蕨駅西口地区の区域

所在地 ：蕨市中央１丁目の一部

区域面積：約 1.9ha 
（うち、約 0.6ha は第１工区（蕨駅西口地区７番街区）として整備済み）

蕨駅西口地区 

約 1.3 ha 

第１工区 

（７番街区） 

整備済み 

約 0.6 ha 

第１工区（７番街区） 西口の現況 

蕨 駅 
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資料１



「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン（抜粋） 
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実現計画【重点プロジェクト】 
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実現計画【分野別計画（市街地整備）】 
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蕨市中心市街地活性化基本計画（抜粋） 
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■事業の目的 

■これまでの経緯 

平成 7 年 2 月 都市計画決定

・都市計画道路（蕨駅西口広場）の変更

・市街地再開発事業の決定

・高度利用地区の決定

平成 14 年 4 月  蕨駅西口市街地再開発事業推進検討委員会が報告書を提出

・「工区を３つに分割する段階的な整備とする」

平成 17 年 3 月  都市計画変更

・市街地再開発事業の変更（工区を３つに分割する段階的な整備) 
平成 22 年 2 月  事業見直し方針の公表（施政方針）

・「駅前広場の拡張は必要最小限に、残る工区の一体的な整備」

平成 22 年 8 月  施設建築物等工事竣工（第１工区）

平成 26 年 12 月  蕨駅西口地区市街地再開発準備組合設立 

蕨の玄関口にふさわしい駅前とするために、駅前広場の再整備と、

先行工区である蕨駅西口地区７番街区に連続するプロムナード、公

共公益施設、商業業務施設及び都市型住宅の調和による魅力ある空

間づくりを進め、にぎわいの創出を図ります。 

「蕨の玄関口の再生と魅力づくり」
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■ 都市計画道路（蕨駅西口広場）

蕨駅西口広場に関して、主に以下の項目について変更します。 

① 構造形式の変更 嵩上式（ペデストリアンデッキ）を廃止し、地表式のみとします。

② 幅員の変更   「20ｍ～116ｍ」から「20ｍ～103ｍ」へ縮小します。

③ 面積の変更   「約 7,000 ㎡（地表式 約 5,800 ㎡ + 嵩上式 約 1,200 ㎡）」から

「約 5,100 ㎡（地表式のみ）」へ縮小します。 

現在の都市計画 

■都市計画変更の内容

今回の都市計画変更（案）

種別 幹線道路

番号 3・1・20 

路線名 蕨駅西口広場

延長 約 58ｍ

幅員 20ｍ～116ｍ

面積 約 7,000 ㎡

構造形式 地表式、嵩上式

種別 幹線道路

番号 3・1・20 

路線名 蕨駅西口広場

延長 約 58ｍ

幅員 20ｍ～103ｍ

面積 約 5,100 ㎡

構造形式 地表式のみ

― 凡例 ― 

駅前広場の計画区域 

現況駅前広場の範囲 

ペデストリアンデッキ 

縮小部分（地表） 

地表式 約 5,800 ㎡

嵩上式 約 1,200 ㎡

合 計 約 7,000 ㎡ 

※ は変更前を示す。 

※ 赤文字 は変更後を示す。 

地表式 約 5,100 ㎡

嵩上式 ― ㎡

合 計 約 5,100 ㎡ 
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新 旧 対 照 表 

種

別

名      称 位         置 区 域 構                 造 

備考 
番号 路線名 起点 終点 主 な 

経過地 
延長 構造 

形式 
車線 
の数 

幅員 地表式の区間における
鉄道等との交差の構造

新

幹

線

街

路

3・1・20 
蕨駅西 

口広場 

蕨 市 

中 央 

１丁目 

蕨 市 

中 央 

１丁目 

蕨 市 

中 央 

１丁目 
約58m 地表式 ― 

20m 

～ 

103m 

幹線街路と平面交差 

１箇所 
面積約5,100㎡ 

旧

幹

線

街

路

3・1・20 
蕨駅西 

口広場 

蕨 市 

中 央 

１丁目 

蕨 市 

中 央 

１丁目 

蕨 市 

中 央 

１丁目 
約58m 

地表式 

嵩上式 ― 

20m 

～ 

116m 

幹線街路と平面交差 

１箇所 

面積約7,000㎡ 

（地表式 

約5,800㎡）

（嵩上式 

約1,200㎡）
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■ 市街地再開発事業 

蕨駅西口地区第一種市街地再開発事業に関して、主に以下の項目について変更します。

① 駅前広場等の公共施設の規模の変更（計画面積を縮小します。）

② 建築敷地及び建築物の規模の変更（規模の拡大を図ります。）

③ 工区の再編（残る工区を一体的に整備します。）

現在の都市計画 

名称 蕨駅西口地区第一種市街地再開発事業

施行区域面積 約 1.9ha 

公共施設の配置及び規模 幅 員 延 長 備 考 

蕨駅西口広場 20ｍ～116ｍ 約 58ｍ 面積：約 7,000 ㎡

区画街路１号線 12ｍ［12ｍ］  ※ [   ] 内は全幅員 約 80ｍ

区画街路２号線 9ｍ［12ｍ］       〃 約 150ｍ

区画街路３号線 12ｍ［16ｍ］       〃 約 30ｍ

下水道 公共下水道事業として別途整備する。

建築物の整備 第１工区 第２工区 第３工区 

建築面積 約 1,800 ㎡ 約 620 ㎡ 約 1,700 ㎡

延床面積【容積対象】 約 29,800 ㎡ 【約 22,600 ㎡】 約 10,200 ㎡ 【約 7,900 ㎡】 約 31,800 ㎡ 【約 24,000 ㎡】

建ぺい率 約 4/10 約 4/10 約 4/10 

容積率 約 48/10 約 50/10 約 48/10 

主要用途 住宅、公共公益、業務、駐車場 住宅、商業、駐車場 住宅、公共公益、商業、業務、駐車場

建築敷地の整備 約 4,700 ㎡ 約 1,600 ㎡ 約 5,000 ㎡

住宅建設の目標 約 580 戸

※ は変更前を示す。

今回の都市計画変更（案） 

名称 蕨駅西口地区第一種市街地再開発事業

施行区域面積 約 1.9ha（うち、約 0.6ha は第１工区（蕨駅西口地区７番街区）として整備済み）

公共施設の配置及び規模 幅 員 延 長 備 考 

蕨駅西口広場 20ｍ～103ｍ 約 58ｍ 面積：約 5,100 ㎡

区画街路１号線 12ｍ［12ｍ］ ※ [   ] 内は全幅員 約 80ｍ 整備済み

区画街路２号線 9ｍ［12ｍ］      〃 約 160ｍ 一部、整備済み

区画街路３号線 8ｍ［12ｍ］      〃 約 40ｍ

下水道 公共下水道事業として別途整備する。

建築物の整備 第１工区（整備済み） 第２工区 

建築面積 約 1,800 ㎡ 約 4,000 ㎡

延床面積【容積対象】 約 29,800 ㎡ 【約 22,600 ㎡】 約 52,300 ㎡ 【約 36,400 ㎡】

建ぺい率 約 4/10 約 6/10 

容積率 約 48/10 約 50/10 

主要用途 住宅、公共公益、業務、駐車場 住宅、公共公益、商業、業務、駐車場

建築敷地の整備 約 4,700 ㎡ 約 7,300 ㎡

住宅建設の目標 約 650 戸（一部、整備済み）

  ※ 赤文字 は変更後を示す。

現在の都市計画における建物等配置 

今回の都市計画変更（案）における建物等配置 
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蕨都市計画第一種市街地再開発事業の変更（蕨市決定） 

都市計画蕨駅西口地区第一種市街地再開発事業を次のように変更する。 

名    称 蕨駅西口地区第一種市街地再開発事業 

施行区域面積 約１.９ha 

公
共
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道  路 

種 別 名  称 幅  員 延 長 備   考 

幹線街路 蕨駅西口広場 20ｍ～103ｍ 58ｍ 面積約 5,100 ㎡ 

区画街路 区画街路１号線 12ｍ（12ｍ） 約 80ｍ 幅員の（）内は全幅員 

区画街路 区画街路２号線 9ｍ（12ｍ） 約 160ｍ 幅員の（）内は全幅員 

区画街路 区画街路３号線 8ｍ（12ｍ） 約 40ｍ 幅員の（）内は全幅員 

下 水 道 公共下水道事業として別途整備する。 

その他の 
公共施設 

建
築
物
の
整
備 

街 区 
番 号
(工 区)

建 築 物 敷地面積に対する 

主 要 用 途 備  考 
建築面積 

延べ面積 
（容積対象面

積） 

建築面積
の 割 合 

建築物の延
面積の割合 

１ 約 1,800 ㎡ 
約 29,800 ㎡ 

（約 22,600 ㎡） 
約 4/10 約 48/10 

住宅、公共公益、業務、
駐車場 

２ 約 4,000 ㎡ 
約 52,300 ㎡ 

（約 36,400 ㎡） 

約 6/10 

※1 
約 50/10 

住宅、公共公益、商業、
業務、駐車場 

（参考） 
高度利用地区の制限内容 
容積率の最高限度  50/10 
容積率の最低限度  20/10 
建ぺい率の最高限度  5/10 

   壁面の位置の制限は計画図表示のとおり 
   建築面積の最低限度は 200 ㎡ 

建
築
敷
地
の
整
備 

街 区 
番 号 
(工 区)

建築敷地面積 整  備  計  画 

１ 約 4,700 ㎡ 敷地周囲に、幅員 2.0ｍの歩道状空地を確保する。 

２ 約 7,300 ㎡ 敷地周囲に、歩道状空地を確保する。 

計 約 12,000 ㎡ 

住宅建設の目標 
戸  数 備    考 

約 650 戸 一戸当たり約 70㎡ 

※1：建築面積の割合は、高度利用地区の制限内容のただし書き適用。 

「施行区域、公共施設の配置及び壁面の位置の制限は計画図表示の通り。」 

〔理由〕社会経済環境に対応しつつ蕨駅に接した恵まれた立地条件を生かし、公共施設の整備と併せて 
土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、第一種市街地再開発事業を変 
更する。

名    称 蕨駅西口地区第一種市街地再開発事業 

施行区域面積 約１.９ha 

公
共
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道  路 

種 別 名  称 幅  員 延 長 備   考 

幹線街路 蕨駅西口広場 20ｍ～116ｍ 58ｍ 面積約 7,000 ㎡

区画街路 区画街路１号線 12ｍ（12ｍ） 約 80ｍ 幅員の（）内は全幅員 

区画街路 区画街路２号線 9ｍ（12ｍ） 約 150ｍ 幅員の（）内は全幅員 

区画街路 区画街路３号線 12ｍ（16ｍ） 約 30ｍ 幅員の（）内は全幅員 

下 水 道 公共下水道事業として別途整備する。 

その他の 
公共施設 

建
築
物
の
整
備 

街 区 
番 号 

建 築 物 敷地面積に対する 

主 要 用 途 備 考 
建築面積 

延べ面積 
（容積対象面

積） 

建築面積
の 割 合 

建築物の延
面積の割合 

１ 約 1,800 ㎡ 
約 29,800 ㎡ 

（約 22,600 ㎡） 
約 4/10 約 48/10 

住宅、公共公益、業務、
駐車場 

２ 約 620 ㎡ 
約 10,200 ㎡ 

（約 7,900 ㎡） 
約 4/10 約 50/10 住宅、商業、駐車場 

３ 約 1,700 ㎡ 
約 31,800 ㎡ 

（約 24,000 ㎡） 
約 4/10 約 48/10 

住宅、公共公益、商業、
業務、駐車場 

（参考） 
高度利用地区の制限内容 
容積率の最高限度  50/10 
容積率の最低限度  20/10 
建ぺい率の最高限度  5/10 

ただし、建築物の建築面積の敷地面積に対する割合の最高限度は建築基準法第 53 条第 3 項各号
のいずれかに該当する建築物または、同条第４項第１号に該当する建築物にあたっては、1/10 を加
える数値とする。 
また、壁面の位置の制限については、公共用歩廊その他これに類する公益上必要な建築物で通行

上支障がないものについてはこの限りではない。 

    壁面の位置の限度は計画図表示のとおり 
    建築面積の最低限度は 200 ㎡ 

建
築
敷
地
の
整
備 

街 区 
番 号 

建築敷地面積 整  備  計  画 

１ 約 4,700 ㎡ 敷地周囲に、幅員 2.0ｍの歩道状空地を確保する。 

２ 約 1,600 ㎡ 敷地周囲に、幅員 1.5ｍと 2.0ｍの歩道状空地を確保する。 

３ 約 5,000 ㎡ 敷地周囲に、幅員 2.0ｍの歩道状空地を確保する。 

計 約 11,300 ㎡ 

住宅建設の目標 
戸  数 備    考 

約 580 戸 一戸当たり約 80㎡ 

旧新
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■ 高度利用地区

市街地再開発事業の変更にあわせて、高度利用地区を変更します。 

① 区域面積を約 2.4ha から約 1.9ha へ変更します。 

（京浜東北線に沿って南側に細長く延びた部分を除外します。） 

② 敷地形状の変更に伴い、蕨駅西口広場に面する区域の壁面の位置の制限を変更します。 

③ 区画街路３号線の幅員変更に伴い、同線に面する区域における壁面の位置の制限を 

1.5ｍから 5.5ｍへ変更します。 

④ 区画街路２号線に面する一部の区域における壁面の位置の制限を 1.5ｍから 2.0ｍへ 

変更します。 

現在の都市計画 

現在の都市計画 今回の都市計画変更（案）

今回の都市計画変更（案） 

面積 約 2.4 ha 

容積率の最高限度 50/10 

容積率の最低限度 20/10 

建ぺい率の最高限度 5/10 

建築面積の最低限度 200 ㎡

壁面の位置の制限 1.5ｍ、2.0ｍ

面積 約 1.9 ha 

容積率の最高限度 50/10 

容積率の最低限度 20/10 

建ぺい率の最高限度 5/10 

建築面積の最低限度 200 ㎡

壁面の位置の制限 1.5ｍ、2.0ｍ、5.5ｍ

※ は変更前を示す。 ※ 赤文字 は変更後を示す。 

①

③

②
2.0ｍ

2.0ｍ

2.0ｍ

2.0ｍ
1.5ｍ

5.5ｍ

2.0ｍ

2.0ｍ

④

2.0ｍ

― 凡例 ― 

高度利用地区区域 

敷地境界線 

壁面の位置の制限線 

区画街路

２ 号 線

区画街路

３ 号 線

区画街路

１ 号 線①

③

②
2.0ｍ

2.0ｍ

2.0ｍ

2.0ｍ

2.0ｍ
1.5ｍ

1.5ｍ

2.0ｍ

1.5ｍ

④

― 凡例 ― 

高度利用地区区域 

敷地境界線 

壁面の位置の制限線 

区画街路

２ 号 線

区画街路

３ 号 線

区画街路

１ 号 線
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公聴会における公述意見と市の考え方について 

 平成 30 年 8 月 25 日（土）に開催した蕨都市計画区域における道路（3･1･20 蕨駅西口広場）、蕨

駅西口地区第一種市街地再開発事業、高度利用地区（蕨駅西口地区）の都市計画の素案に関する公聴

会で公述された意見の要旨と、それに対する市の考え方は以下のとおりです。

公述意見の要旨 市の考え方

公

述

人

１

 私がこの再開発に反対する理由は、大きく

２点あります。１点目は、この再開発は、賴

髙市長の公約違反に基づく再開発であり、こ

のような再開発に、私は全く賛成する気はあ

りません。

 これまでの経緯として、私と蕨市との間

で、私が所有している土地について、再開発

の区域から除外したいという話し合いを数

回にわたり持ちました。区域除外について、

市は検討すると言いながら、私が何度電話を

しても市は言を左右にして、結局うやむやの

まま、事実上の打ち切りとなってしまいまし

た。このような行政のありかたは、全く市民

の信頼を裏切るものであり、私はこれを看過

することができません。従って、この再開発

について、私は全く信頼しておりません。以

上が、反対する１点目の理由です。

 次に、２点目の理由です。市は、この再開

発について、「市の玄関口にふさわしい整備

を行い、イメージアップを図る」、「再開発ビ

 市長の 1 期目の公約では、再開発事業に関

して、市の負担削減や情報公開の徹底、市民

参加による再検討を掲げ、市長就任後は、第

1 工区（7 番街区）の事業が進んでいた中、施

行者であった組合との協議によって市の負

担削減や情報公開の徹底を図るとともに、第

2、第 3 工区については、市民検討委員会な

どを開催し、市民の皆さまの意見を伺いなが

ら、再検討を進めました。

 また、2 期目の公約では、市の負担を削減

する方向での見直しを掲げ、第 2、第 3 工区

については、一体的な整備を図ることや、駅

前広場の拡幅を最小限にすること、公共公益

施設については過大なものを造らないなど

の見直しの方向性を示しながら、計画づくり

を進めるなど、市長の公約に沿って事業の見

直しを検討してきましたが、一定の見通しが

立ってきたことから、3 期目の公約では、蕨

の玄関口にふさわしい蕨駅西口再開発の推

進を掲げ、未来につながる大事な事業と位置

付けがされています。

 市街地再開発事業の区域については、平成

17 年に変更した現在の都市計画で定めてい

る区域から変更するものではありません。ま

た、今回の都市計画変更の素案の内容につい

ては、多くの権利者で構成される準備組合に

より検討が重ねられたものであり、都市計画

法第 21 条の 2 に規定する都市計画の変更の

提案を受けた手続きと考えています。

 平成 26 年 3 月に策定した市の最上位計画

である「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン

では、蕨駅周辺を「都市機能の核」と位置付
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公述意見の要旨 市の考え方

公

述

人

１

ルに商業施設を計画することで、にぎわいを

創出する」というようなことを掲げていま

す。これらについて、私は、あまりにも概念

的過ぎると考えており、具体的にどのように

整備を進めていくつもりなのか、市に尋ねま

したが、明確な回答をする市職員はいません

でした。例えば、近隣に浦和、大宮、川口等

の商業がある兼ね合いの中で、市として、商

業をどのように考えているのか尋ねました

が、全く回答がありません。先日も、市から

今回の公聴会の公述人証を受け取る際、市職

員に対して、同様のことを尋ねました。再開

発を進めるにあたって、市内の商業の現状を

調査したのか、また、その調査を踏まえた上

で、どのような形で再開発に生かしていくの

かを尋ねましたが、全く回答がありません。

市は「商業については、商業コンサルタント

がついています。」と言っていますが、そもそ

も、再開発を始めたのは市です。57億で土地
を購入して、再開発区域の半分以上の土地を

所有して、30年の間、担当部署を設けていな
がら、説明が全くできないのでは、話になり

ません。再開発で計画している商業施設につ

いては、デイリーニーズに対応したものを主

として考えていると聞いておりますが、その

計画では既存の商店街との競合が予想され

るため、そのことについてはどのように考え

ているのですかと市に尋ねたところ、それは

やむを得ないことであり、市が補償するもの

ではない、という回答です。30年という年月
を掛けながら、その程度の考えで事業を進め

ようというのは、行政のありかたとして、あ

まりにも無責任です。

 再開発ビルの住戸数について、今回の都市

計画変更で、約 300戸から約 370戸に増える
と聞いております。この変更は、主に事業の

採算性が理由であると聞いておりますが、そ

け、土地の有効利用を図りつつ、交通拠点機

能や商業業務機能なども高めながら、まちの

顔としてのイメージアップにつなげて、「に

ぎわい」の空間づくりを進めていくことを位

置付けています。

 また、平成 27 年 3 月に内閣総理大臣に認
定された「中心市街地活性化基本計画」では、

再開発事業により、蕨駅西口における都市空

間の魅力づくりや交通環境の整備、新規居住

者の確保と都市機能の更新・集積を図ること

で、生活環境の向上による都市活力の創出

や、来街目的の多様化による賑わいの創出が

期待されています。

 こうした方針を踏まえ、「蕨の玄関口の再

生と魅力づくり」を目的とした本再開発事業

では、市の玄関口にふさわしい駅前とするた

めに、駅前広場の再整備と、先行工区である

第 1工区（７番街区）に連続するプロムナー
ド、公共公益施設、商業業務施設及び都市型

住宅の調和による魅力ある空間づくりを進

め、賑わいの創出を図っていきます。

 商業施設については、蕨駅周辺で市民の消

費生活を支える商業機能の充実、利便性の向

上として、特に、日常生活に密着した小売商

業、飲食、サービス等の充実が望まれていま

す。再開発事業により人の流れが変わること

や整備される施設建築物に商業施設が配置

されることで、周辺の既存商店へ影響するこ

とは考えられますが、施行予定者である準備

組合に対しては、周辺の商店街との回遊性に

配慮して、周辺地域を含めてにぎわいを創出

できるような計画とするように強く要望し

ているところです。

 本再開発事業は、平成 27年 10月に人口減
少社会への対応に焦点を当てて策定した「蕨

市まち・ひと・しごと創生総合戦略」におい

て、人口を維持していくことを目指し、子ど
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公述意見の要旨 市の考え方

公

述

人

１

もそも、市が関わる事業において、事業の採

算性を最も重視する姿勢はいかがなものか

と思います。また、住民が増えるということ

は、その分、将来の社会保障が増えることに

つながります。駅前のタワーマンションとな

ると、入居できるのは、ある程度の収入があ

る年齢層であり、若い世代で入居できる方は

限られてきます。そうすると、入居後に働け

る年数は長くはありませんから、社会保障を

どうするかという問題に行き着くはずです。

数年前、市長を訪問した際に、このことにつ

いて尋ねましたが、市長としての回答は全く

ありませんでした。このような問題に関し

て、全く置き去りにして事業を進めているの

か、あるいは、認識していながら事業を進め

ているのか、どちらにしても非常に無責任で

す。

 以上の２点が、再開発に反対する理由で

す。この再開発について、私は、市の進め方

はおかしいと考えています。このようないい

加減な計画に、私は参加するつもりもありま

せんし、地区外に転出するつもりもありませ

ん。この点についても、念押ししておきます。

も、子育て世代の定住を促す環境づくりを進

めるための具体的な事業のひとつとして位

置付けられています。

 人口減少、特に納税を担う主な世代である

生産年齢（15～64歳）人口の減少による市税
の減少や、活発に行われている地域コミュニ

ティ活動における担い手や参加者の減少、ま

た、高齢化の進行に伴う社会保障関連にかか

る扶助費の増大などが懸念されている時代

において、駅隣接の高層都市型住宅の整備に

ついては、第 1工区（7番街区）の住宅施設
購入者の多数が 40 代以下であったことから
も、子育て世代の定住促進に寄与するものと

考えております。

 今後も、施行予定者である準備組合ととも

に市民の皆さまや関係権利者への丁寧な説

明に努め、着実に事業を推進していきます。
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意見書の要旨と市の考え方について 

 蕨都市計画「道路（3・1・20 蕨駅西口広場）」「蕨駅西口地区第一種市街地再開発事業」
及び「高度利用地区（蕨駅西口地区）」の変更案について、平成 30年 11月 15日から 11月
30日まで縦覧したところ、都市計画法第 21条第２項の規定において準用する同法第 17条
第２項の規定により、１通（法人２社の連名）の意見書の提出がありました。その意見書の

要旨と市の見解は、以下のとおりです。

意見書の要旨 市の見解

【反対の意見】

○再開発の結果としての効果が具体的に示

されていない。

・現在の駅前広場の問題点は何で、どう交

通拠点機能が高まるのか。

・現在の駅周辺の商業機能で何が不足なの

か。

・都市機能の更新、集積は、どのような生活

環境の向上をもたらし、何故都市活力の

創出につながるのか。

・来街目的の多様化とは具体的に何なの

か。

・賑わいの創出とは何なのか、その結果と

しての効果は何なのか。

現状の駅前広場については、「バスとタク

シーの輻輳」「狭あいな歩行空間」「身障者

対応スペースの未整備」などの課題があり、

拡幅再整備を行うことで、これらの課題を

解消し、公共交通が集まり市民が集まる交

通拠点としての機能が高まるものと考えて

いる。

商業施設については、駅西口周辺で充実

が望まれている日常生活に密着した食品ス

ーパーをはじめとする小売店舗や飲食店等

が計画されている。

再開発事業により、住宅施設のほか、新

たな商業施設や公共公益施設といった生活

利便施設を配置するなど、都市機能の更新、

集積を図るとともに、魅力ある空間づくり

を進めることで、市民が生活する上での利

便性が向上し、駅前周辺の求心力向上に寄

与することから、商業活動やコミュニティ

活動が活性化するなど、都市活力の創出に

つながるものと考えている。

また、駅前に新たな機能が付加されるこ

とで、来街目的が多様化し、これまで以上

に多くの人が集まり、にぎわいを創出でき

るものと考えている。多くの人が集まれば、

周辺の商店街にも人が回遊するなど、経済

的な波及効果が期待できるとともに、新し

いコミュニティが作られるなど、地域の活

性化につながるものと考えている。
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○第一工区のタワーマンション建設中より

現在に至るまで激しい風害を受けている。

第二工区で更に二棟のタワーマンションが

建設されれば更なるひどい風害に見舞われ

ることが想像できる。

計画にあたっては、風洞実験等を行い、

周辺の風環境に与える影響を可能な限り低

減し、風環境の保全について適正な配慮を

求めていく。

○公共公益施設（行政センター、図書館）に

ついて、再開発ビルの中に公共公益施設を

設置しなければならないので苦肉の策でつ

じつま合わせをしたとしか言いようがな

い。

公共公益施設の規模、用途については、

庁内の「蕨駅西口市街地再開発事業推進検

討委員会」において、複数の施設について、

「にぎわいの創出」「駅前立地への適性」「蕨

らしさ・まちへの愛着」ランニングコスト

を含めた「財政負担」などの観点から、調査

検討を重ねた上で、パブリックコメントを

経て、方針を策定したものである。

○区画街路 2 号線は幅 12 メートルもあり
現在もほとんど車の交通量もなく事実上、

荷捌場となっている。

 再開発事業のような大規模な開発事業に

おいて、その敷地に面する区画街路の幅員

は、交通量による検証に加えて、良好な都

市環境となるよう、環境の保全上、災害の

防止上、通行の安全上、事業活動の効率上

支障がないような適正な配置及び規模で定

める必要があり、第 1 工区との連続性も勘
案し、幅員 12ｍで整備する必要があると考
えている。

○30 数年にわたる一連の再開発とのかか
わりの中で、市長、市職員、再開発関係者か

ら受けた対応に鑑み、再開発に反対する。

また今後も再開発に参画するつもりはな

い。

今後も、準備組合とともに市民の皆さま

や関係権利者への丁寧な説明に努め、着実

に事業を推進していく。
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